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活気あるまちづくり
手づくりお惣菜じんべえ　店長　　林　多恵子 さん（越前町）

　２００４年 10 月に築１００年以上の自宅を改装し、手づくり
のお惣菜店をオープンしました。
　子どもの頃は、剱神社の周辺は普段でもとても賑やかで、お祭
となれば人が溢れて歩けないほどでした。けれど悲しいことに東
京から故郷に戻った時には、その賑わいは消えていました。
　剱神社は、越前国二の宮として崇敬されてきた古社で、全国で
も有数の歴史のある神社です。でも残念なことに参拝に来られた
方が休むところがなかったんです。
　オープンのきっかけは、もともと料理が得意であったことと地
元の人が定年後も働ける場所を確保したいと思ったからです。
60 歳で定年になっても働く意欲のある人はたくさんいます。特
別な仕事でなければ誰にでも働くチャンスがあるのではないかと
思いました。
　働くことによって、日々の生活に張り合いが生まれ、いつも元
気でいられます。そして、いつまでも故郷の町が活気あるまちで
あってほしいので、少しでもそのお手伝いをさせていただこうと
思っています。
　「じんべえ」では提供するお惣菜のすべてを「現役のおふくろ」
が作っています。食材は、四季折々の安心で新鮮な野菜を使いた
いので自家菜園で様々な野菜を育てていますが、その菜園の管理
は地域の方やシルバー人材センターの会員の方に手伝ってもらっ
ています。
　ここ「じんべえ」では、毎日 40 種類以上のお惣菜をバイキン
グ形式（食べ放題）で食べることができます。もちろん気に入っ
たお惣菜はお持ち帰りもできます。
　また、「じんべえ」ではお席の相席
をお願いしています。そのことによっ
て、地元の人や見ず知らずの人が料理
のことをきっかけに会話が生まれ、笑
顔も生まれるのです。
　故郷はいつまでも良いまちであって
ほしいし、お店に来られた方にもそう
感じてほしいと願っています。だから、
若者が少なくなったなんて嘆いてはい
られません。
　これからも地元の人と共に活気ある
まちづくりに関わっていきたいと思い
ます。

表紙の企画について
　様々な人たちの目線から「地域のつながり、人との
つながり」に関するメッセージをいただいています。



サマーボランティア体験 2012 も実施中

9月もまだまだつながります！

　今年度は、173のメニューに、337名（8月 9日現在）の方が参加されています。
　昨年に引き続き、プログラムを提供してくださっている岡保保育園の主任保育士　熊田憲子
さんに話しを伺いました。

Ｑ どんなきっかけでプログラムを出そうと思われましたか？

Ａ 子どもたちに年齢・性別がいろいろな方たちとふれあってほしいというのが、一番の目的
ですが、加えて保育園の仕 事を理解してほしいという思いもあります。

Ｑ 体験を通じてどのようなことを感じてもらいたいですか？

Ａ 当園では、様々なことを子どもたちの世界ですすめていけるように、保育をすすめています。
ボランティアに来られたみなさんには、子どもたちの持っている可能性の素晴らしさに気
づいてほしいと思っています。そして、できれば保育士の仕事についても理解を深めても
らえたらと思います。

　お話しを伺った日は、ちょうど仁愛女子高等学校の１年生、宮越さんと宮下さんが体験に参
加されていました。おふたりとも保育士を目指しているとのことで、子どもとふれあうボラン
ティアを希望されていたそうです。感想を聞くと、「子どもたちが、自分が思っていた以上にい
ろいろなことができて、すごいと思った。保育士さんの仕事の大変さがわかった。」という熱意
のこもった口ぶりからも、この体験が充実したものだったことがわかります。また、「今後もボ
ランティアに参加してみたいですか？」との質問には、「はい！」と爽やかに答えていただきま
した。

　今後、おふたりがこのサマーボランティア体験を通じて感じ
た、“ 今、私たちにできること “ を大切にしながら活動してく
ださることを期待しています。

　サマーボランティア体験2012は、9月末まで実施しています。
　みなさんもボランティアの “ はじめの一歩 ” を踏み出してみ
ませんか？

エコキャップアートただ今制作中

ふくい・つながりフォーラム 2012

　毎年、たくさんのみなさんに参加していただいているエコキャップアートコンテストも今年
で 3 回目になりました。今回は、第 1 回に引き続き参加してくださっている『福井県立金津高
等学校ＪＲＣ部』にお邪魔させていただきました。
　金津高等学校ＪＲＣ部は、昭和 62 年に創設された歴史のある部で、現在部員は 21 名、主に
障がい児施設や保育園等の施設訪問、エコキャップの収集、また部員のみなさん個人がボラン
ティア活動を行うなど積極的な活動をしておられます。

顧問の畠先生と部長の大城さん（２年生）に話しを伺いました。

Ｑ このコンテストに参加しようと思ったきっかけは何ですか？

Ａ 昨年に比べ部員が増え、できることも増えたので、チャレンジ
してみようと思いました。

Ｑ キャップはどのようにして集めていますか？

Ａ エコキャップの収集には、もう何年も前から取り組んでいます。
校内にボックスを設置し、集めたキャップは、ふくいエコキャップ運動委員会に寄付して
います。

　最後に、「どんな作品にしたいですか？」との質問に、「部員がみんな
そろって作業をしたいと思う。入賞しなくてもいいから、この作品づく
りを通じて、部員同士が仲良くなるといいと思っています。」と真剣な
表情で答えてくれた大城さん。協力しあいながら汚れたキャップをタオ
ルで丁寧に拭いたり、エコキャップ運動の周知ポスターを作っている部
員のみなさんの姿を拝見して、部長さんの思いはしっかり伝わっている
のではないかな、と感じました。
　金津高等学校ＪＲＣ部のみなさん、作品を楽しみにしています！！
　今年のエコキャップアートコンテストも力作ぞろいの作品が集まる予
感十分です。みなさん、10月13日のコンテストをぜひお楽しみに！！！

「つながれボランティア　の輪」推進運動実施中！「つながれボランティア　の輪」推進運動実施中！
「つながれ 80万人のボランティアの輪」～県民　　をつなぐ「おかげさま」と「お互いさま」の輪～「つながれ 80万人のボランティアの輪」～県民　　をつなぐ「おかげさま」と「お互いさま」の輪～

ボランティア・カフェ講座
日 時

場 所

内 容

①平成 24年 9月 11日（火）
　13：00～ 15：00
②平成 24年 9月 23日（日）
　13：00～ 15：30

ボランティア・カフェ（アオッサ 7Ｆ）

①バルーンアート＠たのしむ講座
　　　　　　 　　　　　　（特技習得）
②駅前ちょこっと留学＠出会う講座
　　　　　　  （国際理解・異文化体験）

福井ミラクルエレファンツ始球式
日 時

場 所

平成24年9月23日（日）18：00（予定）

福井フェニックススタジアム
★福井県ボランティアセンター運営委
員会荻原委員長が始球式を行います。

　（福井県ボランティアセンターのマス
コッキャラクター
『ランティー』も
登場します！）

日　時

会　場

内　容

１０月１３日（土）
13：00～16：00

福井県生活学習館
（ユー・アイふくい）

１）式典イベント
　　福井県社会福祉大会表彰式、
　　ボランティア作文コンクール表彰式
２）岩手県陸前高田市　戸羽　太市長による講演会
３）つながりイベント
　　　エコキャップアートコンテスト
　　　東北応援コーナー
　　　つながる体験コーナー　　　等

ご来場のみなさんと一体になれるようなプログラムを計画中です。
ぜひご参加ください！！

（　　　　　　　　　　　）

戸羽　太 市長
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ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
綱
は
、
政
府
が
定
め
る
高
齢

化
対
策
の
中
長
期
指
針
と
し
て
、
11
年

ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
県
は
、
高
齢
化
率
が
25
・
１
％
で

全
国
よ
り
３
年
程
高
齢
化
が
先
行
し
て

い
ま
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
、

平
均
寿
命
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健

康
長
寿
県
で
す
。
別
表
の
と
お
り
、
池

田
町
の
高
齢
化
率
が
40
・
８
％
と
県
内

で
は
一
番
高
く
、
次
に
勝
山
市
・
大
野

市
・
若
狭
町
の
高
齢
化
率
と
続
き
、
一

番
低
い
坂
井
市
で
22
・
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
面
は
ペ
ー
ス
が
緩
む
こ
と

な
く
高
齢
化
が
続
き
、
将
来
推
計
か
ら

県
平
均
が
30
％
を
超
え
る
の
は
平
成
32

2
「
人
生
90
年
時
代
」
に
転
換
～
高
齢
社
会
対
策
大
綱
原
案
よ
り

3
「
敬
老
の
日
」
に
見
る
本
県
の
高
齢
者
の
現
状
か
ら



5　2012　September

年
頃
と
さ
れ
て
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
８
月
１
日
現
在

の
本
県
の
人
口
は
８
０
０
，
０
９
９

人
、
世
帯
数
２
７
８
，
３
０
９
世
帯
、

こ
の
内
、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
は

２
０
３
，５
５
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑴�

高
齢
者
人
口
・
高
齢
化
率
の
状
況
〔
将

来
推
計
〕（
図
１
）

　

高
齢
者
数
は
、
平
成
37
年
頃
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
後
期
高
齢
者
人
口
で
は
平

成
42
年
頃
、
要
介
護
認
定
者
数
で
は
平

成
52
年
頃
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
現
役
世
代
に
つ
い
て
は
か
な

り
早
い
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が
続
く
こ

よ
う
に
す
る
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
福
井
県
社
協
と
し
て
も
、
地
域

に
残
る
絆
や
繋
が
り
を
活
か
し
た
福
井

ら
し
い
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ン
・
プ
レ
イ

ス
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

と
か
ら
、
長
期
的
に
も
高
齢
化
は
一
定

の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

⑵�

高
齢
者
に
占
め
る
後
期
高
齢
者
の
割

合
（
図
２
）

　

本
県
の
高
齢
者
に
占
め
る
後
期
高
齢

者
の
割
合
は
、
平
成
17
年
に
50
％
を
超

え
、そ
の
後
も
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
で
は
53
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
平
均
よ
り
10
年
以
上
進
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
数
年
間
は
団
塊
世
代
が
前
期
高

齢
者
に
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
後
期
高
齢

者
の
割
合
は
一
時
的
に
減
少
に
転
じ
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
は
上
昇
し
て
い
き
ま

す
。

⑶
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合（
図
３
）

　

本
県
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合

は
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
か
な
り

低
い
水
準
に
あ
り
、
高
齢
者
の
多
く
は

家
族
と
同
居
し
て
い
ま
す
。

　

※
「
人
生
90
年
時
代
」
の
今
、
本
県

の
健
康
長
寿
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

県 全国

人口 高齢者 高齢化率 人口 高齢者 高齢化率

平成27年（2015年） 788 223 28.3％ 126,597 33,952 26.8％

　　32年（2020年） 763 233 30.5％ 124,100 36,124 29.1％

　　37年（2025年） 736 234 31.8％ 120,659 36,573 30.3％

　　42年（2030年） 707 233 33.0％ 116,618 36,849 31.6％

　　47年（2035年） 676 230 34.0％ 112,124 37,407 33.4％

　　52年（2040年） 107,276 38,678 36.1％

　　62年（2050年） 97,076 37,676 38.8％

　　72年（2060年） 86,737 34,642 39.9％

平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年

一人暮らし
高齢者数

高齢者に
占める割合

一人暮らし
高齢者数

高齢者に
占める割合

一人暮らし
高齢者数

高齢者に
占める割合

福井県

男 3,294 人 4.7％（43 位） 4,378 人 5.7％（43 位） ―

女 11,496 人 11.5％（42 位） 13,642 人 12.5％（44 位） ―

計 14,790 人 8.7％（43 位） 18,020 人 9.7％（45 位） 21,356 人 10.6％（45 位）

全国

男 742 千人 8.0％ 1,051 千人 9.7％ ―

女 2,290 千人 17.9％ 2,813 千人 19.0％ ―

計 3,032 千人 13.8％ 3,864 千人 15.1％ 4,791 千人 16.4％

図 1：高齢者人口・高齢化率の状況（将来推計）
単位：千人

図 3：一人暮らし高齢者の状況

県の数値：「日本の都道府県別将来推計人口（平成 19年 5月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）
全国の数値：「日本の将来推計人口（平成 24年 1月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）

※総務省「国勢調査」

図 2：後期高齢者の割合（福井県）

市町の

高齢者率
④（③／（①ー②）

県順位
高い方から

市町の人口 年齢不詳 65歳以上
人口

① ② ③
福井市 266,540 6,019 63,968 24.6％ 12
敦賀市 67,997 668 15,484 23.0％ 15
小浜市 30,977 142 8,569 27.8％ 7
大野市 34,637 0 10,497 30.3％ 3
勝山市 25,166 29 7,644 30.4％ 2
鯖江市 67,596 106 15,401 22.8％ 16
あわら市 29,697 25 7,946 26.8％ 10
越前市 85,314 234 20,703 24.3％ 14
坂井市 91,700 219 20,723 22.7％ 17
永平寺町 20,543 133 4,977 24.4％ 13
池田町 2,989 0 1,219 40.8％ 1
南越前町 11,401 0 3,394 29.8％ 5
越前町 22,893 63 6,272 27.5％ 9
美浜町 10,390 16 3,056 29.5％ 6
高浜町 10,921 5 2,908 26.6％ 11
おおい町 8,542 108 2,323 27.5％ 8
若狭町 15,913 4 4,816 30.3％ 4
福井県 803,216 7,771 199,900 25.1％ ―

別表：高齢者人口・高齢化率の状況（平成 23 年 10 月 1 月現在・福井県）
単位：人

県の数値：福井県の推計人口



社協トピックスTOPICS

活動しやすい環境づくり
～楽しい定例会をめざそう～

「平成 24年度単位民児協会長・副会長研修会」開催
　8 月 8 日（水）、9 日（木）、あわら市「清風荘」において、「単
位民生委員児童委員協議会会長・副会長研修会」が開催されました。
県内 65 地区から 136 名のリーダーが出席し、「効果的で機能的な
定例会の運営」について、講義と実践発表、情報交換会を行いま
した。
　「進行係は順番制で行う」「一期目の委員が多いので毎回座席を
変え、誰とでも話し合える雰囲気づくりに努めている」「定例会で
は必ず事例検討の時間を設けている」など、運営の工夫や配慮に
ついて、活発な意見が出されました。

　県内の社協や福祉施設に出向いて新任職員研修会を開催する「ほやほや出前研修」。
今年度は、モデル事業として、老人・障害・児童・社協の４分野で 1か所ずつ実施します。
　カリキュラムは、本会の福祉職員生涯研修新任職員研修課程に基づいたプログラムで実施します。　
「交替勤務で外部研修に参加できなかったが、出前なら多くの職員が参加できて良い」「仕事仲間とじっくり協
議する機会ができて良かった」などのご意見をいただいています。
　来年度から本格的に実施できるよう、現在はモデル事業所の協力を得ながら改善点を探っているところです。
　今号では７、８月に実施した研修の様子（概要）をお知らせします。

野波会長（敦賀市第３）、田崎会長（坂井市春江町）
による実践発表

児童分野 仁愛保育園

　７月から月1回：17：00 ～19：00
の 4回シリーズ。
　子どもたちが帰った後の可愛らしい
保育室で夜遅くまで熱心に受講されて
います。真剣に課題に取り組まれ、チー
ムワークもばっちりでした！

社協分野 若狭町社会福祉協議会

　８月中に２回：10：00～ 15：30
の２回シリーズ。
　介護保険事業所のスタッフも多く、
職員数は 180 名の大企業。新任職員
も多い中、会長からの「自分が好き、
仕事が好き、町が好きな社協職員であ
れ」との言葉を胸に、研修がスタート
しました。

県内 4か所で始まりました！

研修プログラム

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

能
力
開
発
（
自
己
啓
発
）

気
づ
き
の
た
め
の
面
談
会

研修プログラム

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

職
場
の
基
本
動
作
（
接
遇
）

気
づ
き
の
た
め
の
面
談
会

民生委員

児童委員
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社協トピックスTOPICS

　福井県介護実習・普及センターでは、一般県民の方々を
対象に介護講座を開催します。
　介護する側もされる側も少しでも「らく」に過ごせるよ
うに一緒に介護の方法、福祉用具について学びませんか？

★調理の工夫と食事の介助
安全に食事できる工夫を学びましょう！　　
福井会場　　９月２５日（火）　13：00～ 15：30
嶺南会場　　９月１１日（火）　13：00～ 15：30
★体の拭き方・部分浴・着替え等
自宅で簡単にできる保清の方法を学びましょう！
福井会場　１０月２３日（火）　13：00～ 15：30
嶺南会場　１０月２２日（月）　13：00～ 15：30
★腰痛にならないための体の起こし方
起き上がり、立ち座り等、負担の少ない方法を学びましょう！
福井会場　１１月１５日（木）　13：00～ 15：30
嶺南会場　１１月１４日（水）　13：00～ 15：30
★気持ちのよい排泄のお世話
オムツの種類やすばやく行えるコツを学びましょう！
福井会場　１２月１８日（火）　13：00～ 15：30
嶺南会場　１２月　７日（金）　13：00～ 15：30

楽・らく介護講座楽・らく介護講座
４回シリーズ４回シリーズ

福井県介護実習･普及センター
〒910-8516　福井市光陽２丁目３－22　福井県社会福祉協議会　すこやか長寿課内
ＴＥＬ：0776－24－0086　ＦＡＸ：0076－24－0063

お問い合わせ・お申込先
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毎
年
事
業
環
境
が
変
化
し
て
い
く
な
か

で
、「
日
常
業
務
が
忙
し
く
、組
織
の
経
営
、

運
営
を
包
括
的
に
把
握
す
る
時
間
が
取
れ

な
い
。」
そ
う
し
た
中
で
簡
易
的
に
経
営

診
断
を
で
き
る
ソ
フ
ト
が
あ
る
と
話
を
聞

き
、
ま
た
経
営
協
事
務
局
の
薦
め
も
あ
り

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
経
営
層
、
管
理
職
、
一
般
職
の

３
階
層
に
そ
れ
ぞ
れ
組
織
や
仕
事
に
対
す

る
50
設
問
の
意
識
調
査
を
実
施
す
る
組
織

風
土
診
断
で
す
。設
問
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
理
念
・
方
針
」「
職
場
環
境
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
人
事
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
」「
処
遇
・
福
利
厚
生
・
労
働
安
全
衛
生
」

の
５
分
野
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
50
問
と

い
う
こ
と
で
一
部
の
職
員
に
は
負
担
だ
と

い
う
声
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
理
念
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
人
事

考
課
制
度
の
評
価
基
準
、福
利
厚
生
制
度
、

労
働
安
全
衛
生
な
ど
普
段
は
漠
然
と
捉
え

ら
れ
が
ち
な
基
準
や
規
則
へ
の
良
い
意
識

づ
け
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
機
会
に
就
業
規
則

Ｗ
Ｅ
Ｂ
経
営
診
断　

実
践
レ
ポ
ー
ト

の
内
容
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
福
利
厚
生
制

度
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
組

織
風
土
診
断
の
集
計
結
果
ま
と
め
で
は
、

上
位
10
項
目
と
下
位
10
項
目
が
出
て
く
る

の
で
す
が
、
当
苑
で
は
職
場
環
境
や
理
念

方
針
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
が
、
人
事
・
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
点
数
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
理
念
等
に
お
き
ま
し
て
は
毎
朝

朝
礼
で
理
念
や
月
間
目
標
の
唱
和
を
し
て

い
ま
す
の
で
ま
ず
ま
ず
の
成
果
だ
っ
た
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
人
事
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
へ
の
不
満
は
、
人
事
考
課
制
度
へ
対
す

る
釈
然
と
し
な
い
思
い
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

次
に
経
営
に
係
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
な
ど
の

各
領
域
に
お
け
る
67
設
問
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
漠
然
と
し
て
抽

象
的
な
設
問
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
当
法
人
と
し
て
当
然
作
っ
て
あ

る
つ
も
り
で
い
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
す
る
規
程
や
公
益
通
報
者
保
護
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
窓
口
の
明
記
な
ど
が
な

か
っ
た
こ
と
に
気
が
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
弱
点
の
分
析
に
一
役
か
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
財
務
分
析
で
す
が
、
こ
ち
ら
の

中
に
あ
る
効
率
性
の
指
標
で
「
介
護
・
看

護
職
員
一
人
当
た
り
に
、
何
人
の
利
用
者

の
割
合
で
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
」

と
い
う
「
介
護
・
看
護
職
員
一
人
当
た
り

の
利
用
者
数
」
の
指
標
が
あ
り
、
そ
の
中

央
値
が
１
・
９
人
に
対
し
て
当
苑
が
２
・
４

人
と
い
う
結
果
に
重
度
高
齢
化
へ
の
現
状

を
感
じ
ま
し
た
。

　

診
断
結
果
を
受
け
て
、
早
速
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
規
程
の
作
成
な
ど
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
が
、
会
計
事
務
所
や
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
と
話
を
す
る
よ
い
機
会
に
も

Ｗ
Ｅ
Ｂ
経
営
診
断
（
全
国
経
営
協

開
発
ツ
ー
ル
）
を
試
み
た
動
機

Ｗ
Ｅ
Ｂ
経
営
診
断
の
内
容

診
断
結
果
を
今
後
ど
う
生
か
し
て

い
く
か

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
経
営
診
断

で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
何
時
で
も
、
内
容
に

よ
っ
て
は
何
回
で
も
経
営
の
課
題
を
チ

エ
ッ
ク
で
き
、
今
後
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
鑑
み
る
大
変
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
慈
豊
会
　
山
翠
苑
施
設
長
　
田
中
　
淳
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　このコーナーでは、「笑顔（スマイル）」
をキーワードに福祉職の方々に登場いた
だき、福祉の現場で活躍しているからこ
そ『見える』『言える』、福祉の魅力につ
いて語っていただきます。

しゅうご
山本　千春 さん

Profile

（福）ふくい福祉事業団
若越ひかりの村
生活支援員　５年目

　

保
育
士
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学
し
ま
し

た
が
、
資
格
取
得
の
た
め
に
施
設
実
習
に
行

く
こ
と
に
な
り
、
保
育
園
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
習
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
特
に
障
が
い
者
施
設
の
実
習
で
は
、

意
思
疎
通
が
困
難
な
利
用
者
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
支
援
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
行
動

観
察
を
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

近
づ
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
そ
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

自
分
も
こ
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

　

家
族
は
福
祉
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
つ
い

て
、
反
対
こ
そ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
勤
務

が
不
規
則
で
あ
る
こ
と
や
、
障
が
い
に
対
し

て
の
不
安
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

職
場
で
の
様
子
を
話
す
こ
と
で
不
安
も
無
く

な
り
、
今
で
は
良
き
理
解
者
に
な
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

音
楽
療
法
の
活
動
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
輪
の
中
心
で
活
動
す
る
山
本
さ
ん
は
、

素
敵
な
笑
顔
と
と
も
に
、
み
ん
な
に
元
気
も
振
り

ま
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

気
負
わ
ず
、
自
然
体
で
利
用
者
さ
ん
と
接
し
、

活
動
中
も
目
配
り
や
気
配
り
も
欠
か
さ
な
い
そ
の

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
力
不
足
が
原
因
で
支
援
が
上
手
く
い

か
ず
、
利
用
者
に
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

支
援
に
つ
い
て
悩
み
、
先
輩
職
員
に
相
談
す

る
つ
も
り
が
「
こ
ん
な
に
色
々
支
援
を
し
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
上
手
く
い
か
な
い
の
！
」

と
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

先
輩
職
員
は
利
用
者
へ
の
何
気
な
い
一
言

　

今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
関
わ
り
、

見
聞
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
利
用
者
へ
の
支
援
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
身
近
に
い
て
く
れ
る
「
先
輩
職
員
」

で
す
。
利
用
者
と
お
互
い
に
信
頼
、
信
用
が
で

き
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 今

の
目
標

　

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
表
情
に
気
持
ち

が
表
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
利
用
者

が
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
と
、
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も
自
分
も
笑
顔
で
い
ら
れ
ま
す
。

施
設
実
習
で
障
が
い
者
支
援
に

関
心

で
最
善
な
方

向
へ
導
く
こ

と
が
で
き
ま

す
。
私
に
は

ま
る
で
「
魔

法
の
言
葉
」

の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
た

だ
、
先
輩
職

員
の
言
葉
か

け
を
そ
っ
く

り
ま
ね
て

も
、
利
用
者

と
の
信
頼
関
係
が
な
い
と
上
手
く
い
か
な
い
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、私
の
支
援
は「
自

分
本
位
の
支
援
」
で
あ
り
、
利
用
者
が
発
し
て

い
る
情
報
等
を
察
知
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

毎
日
が
失
敗
の
繰
り
返
し
で
、
帰
り
の
車
の

中
で
「
ひ
と
り
反
省
会
」
を
し
な
が
ら
家
路
に

つ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

先
輩
職
員
の
対
応
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動

笑
顔
の
素


